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庄内医療生協 

組 織 部  

  

  

救
援
カ
ン
パ
に
つ
い
て 

物
資
の
募
集
は
一
時
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
引
き
続
き
支
援
募
金
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

組
織
部 

℡
２
２
・
５
７
６
９
ま
で 

   
 

 

   

ま
だ
救
援
物
資
が
足
り
ま
せ
ん
。 

連
絡
頂
け
れ
ば
取
り
に
伺
い
ま
す
。 

 

     支援物資募集一時中止のお知らせ 
 わたしたち庄内医療生協では３月 11 日震災発生時より、組 

合員の皆さまから提供いただいた救援物資を宮城県に届けてき 

ました。あれから半月が経ち、被災地からの要求も日々変わっ 

            てきています。今後は松島医療生協 

            の地域支援を中心に活動します。 

            被災地域のお宅を訪問することで、 

            必要とされるものや支援の仕方がわかってくると思います。その 

            ときに再度皆さまからのご協力をお願いします。一旦、支援物資 

            の募集を一時中止させていただきます。ご了承ください。 

     

 

 

 

 

 

 

 

   

               

   

   

さささｓｓｓ   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

東東北北関関東東大大震震災災  寄寄りり添添いい、、支支ええああうう気気持持ちちでで！！！！  

鶴
岡
に
も
避
難
す
る
人
達
が 

被
災
し
家
屋
を
失
い
、
避
難
所
に
い
る

人
も
多
く
い
ま
す
が
、
身
内
を
頼
り
、
庄

内
地
方
に
来
る
人
た
ち
も
大
勢
い
る
と
聞

き
ま
す
。
仙
台
で
津
波
に
は
遭
わ
ず
、
激

し
い
揺
れ
で
は
あ
っ
た
が
、
住
ま
い
の
崩

壊
は
免
れ
た
。
し
か
し
住
む
こ
と
は
で
き

ず
、
２
日
間
を
避
難
所
で
毛
布
一
枚
と
２

本
の
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
の
み
、
情
報
は
断

片
的
に
ラ
ジ
オ
で
流
れ
て
く
る
だ
け
で
、

４
日
目
に
家
族
の
迎
え
で
鶴
岡
の
自
宅
に

帰
り
、
初
め
て
震
災
の
全
容
を
知
っ
た
人

も
。
兄
弟
を
頼
り
、
親
類
と
合
せ
て
十
七

人
で
鶴
岡
に
来
た
人
も
い
ま
す
。
直
接
の

被
災
地
で
は
な
い
私
達
の
住
む
庄
内
は
、

こ
の
日
本
で
、
東
北
で
「
共
に
生
き
て
い

る
」
と
い
う
想
い
で
寄
り
添
い
、
被
災
地

復
興
を
支
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

「
歴
史
を
見
て
も
、
自
ら
立
ち
上
が
っ
て

き
た
の
が
日
本
人
」
と
い
う
人
も
い
ま
し

た
。
今
だ
か
ら
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。 

東北関東大震災 支援カンパ ９８４名  ８８０，５２０円 

 

※ 

注
意
「
実
際
に
被
災
し
て 

な
い
の
に
気
持
ち
が
沈
む
」 

 

今
回
の
震
災
報
道
（
テ
レ
ビ
や
新
聞
）
に
多
く

接
す
る
う
ち
に
、
不
安
や
体
調
不
良
を
訴
え
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
被
災
地
に
知
人
が
い
な

く
て
も
、
身
近
に
思
い
、
涙
が
出
た
り
無
力
感

を
感
じ
た
り
、
動
悸
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
な

ど
の
症
状
が
出
る
人
も
い
ま
す
。
不
安
が
強
ま

っ
て
苦
し
く
な
る
よ
う
な
ら
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
接
し
な
い
時
間
を
作
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
こ
と
や
好
き
な
こ
と
を
す
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。 

寄り添い、 

支えあう気持ち 

苦しむ人たちへの 

息の長い支援の決意を 

心に持ちつつ 

リラックスの時間も大切 



   

   

   

   

   

   

   

   


